
（別紙３）

～ 2026年　9月　20日

（対象者数） 31 （回答者数）
29

～ 2026年　9月　20日

（対象者数） 11 （回答者数）
13

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

アセスメントとモニタリングの精度を高め、こどもの発達段

階、行動の背景、得意・不得意等を多面的に捉える。個別支

援計画との連動をより明確にし、根拠に基づいた支援と定期

的な評価・見直しを行う。

2

家族支援の視点をさらに充実させ、保護者との面談や日々の

情報共有から家庭での困りごとやニーズを把握する。必要に

応じて具体的な助言や関係機関との連携を行い、家庭と事業

所が共通した方向性でこどもの成長を支えられる体制を強化

する。

3

どもの発達特性や感覚特性、本人の意思・選択を踏まえて活

動内容や環境設定を検討する。活動の目的を明確にしたうえ

で、個別活動と集団活動を適切に組み合わせ、社会性や自己

決定、生活能力等の発達につながる支援を充実させる。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

学校、相談支援事業所、医療・福祉等の関係機関との情報共

有を充実させ、必要に応じて支援会議等を活用する。あわせ

て地域資源や地域行事への参加機会を検討し、地域社会との

つながりや社会参加につながる支援を進める。

2

家族の困りごとやニーズを把握し、面談、相談援助、情報提

供等を通じた家族支援を充実させる。家族懇談会等も活用

し、保護者同士が経験や情報を共有できる機会づくりを進め

る。

3

日々の支援記録、ケース検討、ミーティング等を活用し、支

援の目的・実践・結果を職員間で共有する。振り返りで得ら

れた気づきをアセスメントや個別支援計画の見直しにつな

げ、PDCAサイクルに基づく支援の質の向上を図る。

○事業所名 こどものひろば

○保護者評価実施期間
2026年　9月　7日

○保護者評価有効回答数

2026年　9月　7日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
2026年　9月　21日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

支援後の振り返りや職員間の情報共有をさらに充実させる必要

がある

送迎や勤務時間の違い等により、全職員が支援内容やこどもの

変化について振り返り、共通認識を持つための時間を十分確保

できない場合がある。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域や関係機関との連携・交流の機会が十分ではない

学校等との情報共有は行っているが、地域の関係機関との連携

や、地域のこども・住民と継続的に関わる機会が限られてい

る。

家族支援や保護者同士の交流機会が十分ではない

個別相談や日常的な情報共有は行っている一方、家族全体の

ニーズを踏まえた支援や、保護者同士が交流・情報交換できる

機会が十分ではない。

こども一人ひとりの特性やニーズに応じた支援

日々の様子やアセスメントをもとに、こどもの特性や成長段階

に合わせて個別支援計画を作成し、本人の意思や選択を大切に

した支援を行っている。

保護者との丁寧な情報共有と相談しやすい関係づく
送迎時や面談、電話等を通して日頃から保護者とのコミュニケ

ーションを大切にし、こどもの様子や課題を共有している。

こどもが安心して楽しく過ごせる環境と支援

活動内容を職員間で話し合い、こどもの状況に合わせて工夫す

るとともに、必要に応じて個別に過ごせる場所を確保するなど

、安心して過ごせる環境づくりを行っている。

事業所における自己評価総括表公表
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